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現在　＜アンケートの目的＞
香川県看護協会では、“保健師が自らの保健指導を振り返り、保健指導のスキルアップを図る“
を目的に、継続的に「保健指導ミーティング」を実施し、今年度は初めて中堅期保健師研修会と
ファシリテーター研修会を合同で実施しました。
　 そこで、各職場での保健指導ミーティングの波及効果と中堅期のファシリテーター研修の効果を調査し、今後の取り組みの方向性を検討するため、アンケート調査を実施することとなりました。
　つきましては、誠に恐縮とは存じますが、調査へのご協力をお願いいたします。
なお、回収したアンケート結果は、所属が特定できないように統計処理します。







以下の項目について該当する番号を選択し、〇をつけてください。
１　所属をご記入ください
1） 県　　　　（　　　　　　保健所）
2） 市町　　　（　　　　　　市・町）
3） その他　　（　　　　　　　　　）
２　貴所属の保健師が、今年度の看護協会が実施した保健指導ミーティングに参加しましたか。
1） はい　　　２）いいえ
３　貴所属の保健師が、今年度の看護協会が実施した中堅期研修（ファシリテーター研修）に参加しましたか。
１）　はい　　　２）　いいえ
４　保健指導のスキルアップを図るための事例検討を貴職場で実施していますか。
1） 実施している
2） 実施していない
５　上記４で、１）実施している　を選択した方にお尋ねします。
1） 定例開催　（平成30年度開催回数　　　　　　　　　　　回）
2） 随時開催　（平成30年度開催回数　　　　　　　　　　　回）
６　上記４で、２）実施していない　を選択した方にお尋ねします。
　　実施していない理由にあてはまるものすべてに○をつけてください。（複数回答可）
　　１）時間がとれない
　　２）スーパーバイザーがいない
３）分散配置のために集合することが難しい
４）日々解決できているから
５）必要性をあまり感じていない
　　６）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
７　上記４で、１）実施している　を選択した方にお尋ねします。事例検討をしたことでの各期の保健師への効果はどのようなものがありましたか。
　　新任期
　　１）事例のまとめ方や事例検討の方法について理解できた
２）自己の支援の特徴や自己の傾向を知ることができた
　　３）事例提供することで、自己の思考過程を言語化することができた
　　４）対象理解の重要性を認識できた
　　５）次の支援に向けて自信をもって対応できるようになった
　　６）該当者なし
７）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
中堅期
１）事例検討の方法について理解できた
２）新任期の思考過程を理解することができた
３）ファシリテーターの役割が学べた
　　４）ファリテーターのトレーニングの場になった
　　５）新任を育成する場になった
　　６）該当者なし
７）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
新任期・中堅期以外
１）事例検討の方法について理解できた
２）新任期の思考過程を理解することができた
３）ファシリテーターの役割が学べた
　　４）ファリテーターのトレーニングの場になった
　　５）新任を育成する場になった
　　６）該当者なし
７）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
８　看護協会が行っている保健指導ミーティングに対してご意見・ご要望があればお聞かせください。（自由記載）

　



ご協力ありがとうございました。　香川県看護協会保健師職能委員会
